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                        D.H. Lawrenceに お け る 母 性 の 問 題

                                 小  林  敏  男*

                  The Problems of　’Maternity'in D. H. Lawrence

                                  Toshio KOBAYASHI*

                               (Received September 1,1970)

                E.H. Erikson, an American psychopathologist, remarks in his book

             `Childhood and Society'that there are two typical types of a mother‐

             one is a cold, dominant and rejecting mother and the other a hyper-

             possessive, overprotective one.

                It may safely be said that the case of D. H. Lawrence's mo七her

             obviously belongs to the latter. Lawrence is said to be closely connected

             with his mother in the traits of his works as well as in the formation

             of his personality.

                This essay aims at the analystic interpretations of mother's

             influences on Lawrence and the attached significances of them in the

             modern world.

 1.Introduction:一               あ る。

 母 が 無意 識 に 唄 う子 守 唄 は,そ れ が 無 意 識 で あ るが 故   IL a)Acold, doming,皿t, rejecting mother

に`母 の情 緒'の お し つ け が ま し さ を露 骨 に感 じ させ る   母 に お け る二 つ の 極 端 な 典 型 をErikson流 にacold,

もの で あ る。洋 の 東 西 を問 わ ず一 般 に 母 と子 の 関 係 に  dominant, rejecting motherとahyperpossessive,

は,こ れ に似 た 極 め て 濃 厚 な情 緒 が か く され て い る。 そ  overprotective motherと に 分 け て み るな らばLaw一

れ は外 見上 は純 粋 な愛 と情 緒 を よ そ お って い る け れ ど  renceの 場 合 は 明 らか に 後 者 に ぞ く して い る。

も,そ の背 後 の 深 奥 部 に は 極 め て 本 能 的 な それ 故 に きわ   現 代 ア メ リ カ社 会 に お け るarejecting motherは 、

め て 肉 感 的 な もの が ひ そ ん で い る。          形 態 上 はLawrenceに お け る母 子 の 間 の あ の"お しつ

 D・H・Lawrenceが 母 の 死 に至 るま で,つ い に   け が ま し い,な ま ぐさ い 情 緒"の 欠 如 を伴 う けれ ど も,

matuarityの き っ か け をつ か め ず に い た と い う事 実  それ は ア メ リ カ とい う uniqueな 自然 的 ,社 会 的,文

は,そ の 原 因 の 解 明 に は お そ ら く こ こ まで さか の ぼ らな  化 的,歴 史 的 背 景 の 上 に 成 立 つ 現 象 に他 な らな い 。

け れ ばな るま い 。                   "ln recent years the observations and

  ア メ リカの 精 神 病 理 学 者E.H. Eriksonは そ の著 書   warnings of the psychiatric wbrkers of this

`Childhood and Society'の 中 で
,母 と子 の密 着 と母 と   country have more converged on two concepts:

子 の 疎 隔 との 聞 に あ る子 供 の 社 会 的 成 長 の 関係 を述 べ て   the `schizoid personality'and `materna1

い るが,母 の 拒 否 に あ っ た子 供 が 社 会 性 の未 熟 に よ って   rejection.'Essentially this means not only

崩 穰 す る悲 劇 とは 対 極 に あ るD.H. Lawrenceに お け   that many peoPle fall by the wayside as a

る母 と子 の密 着 ぶ りに ス ポ ッ トを あ て,Lawrenceの   result of psychotic disengagements from

人 と作 品 へ の 影 …響に つ い て 考 察 す る の が小 論 の ね らい で  reality, but also that all too many people,

                        .             while no七 〇vertly sick, nevertheless seem to  *外国語系列 (D
epartment of Llberal Arts and Sciences

   ‐Foreign Languages)                lack a certain ego tonus a certain mutuality

                                         (1)
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  in SOCia1interCOurSe．

   Case history after case history states that

  the patient had a co1d mother，a dominant

  mother，a rejecting mother－or a hyperpos－

  sessive，overprotective one．”■）

  a rejecting motherもan overprotective mother

も，形態上は全く対極に立ちながら，子供の正常な成

熟，社会性の発達を阻害する点では同じである。

  アメリカでは現在 ‘Mothers’という 9ood and

simp1enameの代りに，‘Moms’（＝informa1：moth－

ers，The Random House Dic．）とか，a‘generation

of vipers’という名称が盛んに用いられているという。

これは明らかに戯画的で憎悪と軽蔑を含んだ表現であ

る。

  アメリカの母は，子の成長と同時に a rejeCting

motherに豹変する。前述のように，アメリカという

uniqueな国柄のもつ諸背景によってかもし出される一

種の必然的な生活感情であり、Frontier精神に由来す

るものといえよう。

  我子が遠いフロンティアで誰にも依存しないで独立し

た生活を送らねばならないことを知っているからであ

り，いわゆる‘子を千例の谷底へつきおとす’Lionの

習性に似たものであるかもしれない。

   “Mom，”of course，is on1y a stereotyped

 caricature existing contradictions which have

 emerged from intense，rapid，and as yet

 unintegrated changes in American history．

   To find its beginning，one wou1d probab1y

 have to retrace this history back to the time

 when it was up to the American woman to

 evo1ve one common tradition，on the basis of

 many imported tradition，and to base on it

 the education of her chi1dren and the sty1e

 of her home1ife；when it was up to her to

 estab1ish new habits of sedentary1ife on a

 continent origina11y popu1ated by men who in

 their countries of origin，for one reason or

 another，had not wanted to be“fenced in．”

   Now，in fear of ever again acquiescing tO

 an outer or inner autocracy，these men insisted

 on keeping their new cu1tura1 identity

 tentative tO a point where women had t0

 become autocratic in their demands for some

 other．”2）

 a rejecting mOtherはかかる背景の下に，過保護的

母性によって Frontier 精神をそこなってしまう

‘Ang1o－Saxon pattems of chi1d training’に反逆す

るのである。

  Momはアメリカ社会においては，EriksOnのいうよ

うにその家庭においても共同社会においても，mOreS

and mora1sにおけるauthoriyである。

   ““Mom”is the unquestioned authority in

  matters of mores and mora1s in her home，

  and（through c1ubs）in the community．”3）

  遠いフロンティアで立派に独立させるために，子が成

長する間もなく子を拒否するアメリカの母は，その点で

は此上なく先見の明があり，理性的で賢明な母である筈

なのに，何故に‘Moms’とかa‘9eneration of vipers’

という汚名を冠されているのであろうか。Eriksonは

その原因を次のように言っている。

   1） “She permits herse1f to remain，in her

  own way，vain in her apPearance，egoistic in

  her demands，and infanti1e in her emotions．”4）

   2） “She  teaches se1f－restraint and se1f－

  contro1， but she is unab1e to restrict her

  intake of ca1ories in order to remain within

  the bounds of the dresses she prefers．”5）

   3） “She stands for the superior va1ues of

  tradition，yet she herse1f does not want to

  become“o1d．”In fact，she is morta11y afraid

  of a rich1ife，name1y the status of the

 grandmother．”o）

 成長する間もなく母の拒否に出会って、傷心を抱いて

放浪する子供は， あくまでも孤独であり，母との情緒

の断絶は，やがて他人との情緒の断絶を招来するのであ

る。

 b） A止ype叩。ssessive，ove叩mt㏄tive mot11er

 D．H－Lawranceにおける母と子の関係は，以上の

べた，いわゆるa rejecting mOtherの場合とは対極

にある。即ち，Lawrenceの母は典型的なa hyper－

possessive，overprotective motherであったといえ

よう。

 Lawrenceと母は “着恥心”を媒介とした強いきず

なで結ばれていた。炭坑夫である夫，肉体だけで精神を

持たない夫を持つという現実に対する不満が，息子への

異常なまでに大きい期待と，不自然な愛情一肉感的なま

での一となって裏返されたのである。すなわち，“夫に

対する恥しさ”を息子の“父に対する恥しさ”におきか

えて，そうした共通の“着恥心”というきずなで，母は

子をがんじがらめにした。炭坑夫の夫を恥じる心理は同

時に炭坑夫しか夫に持てない自分自身に対する恥じさと

なり，コンプレックスとなっている。その結果，母は息

（2） 中部工業大学紀要
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子が父とは全く異質な人間になるよう全心全霊を注ぐの

である。

 “男の子は自分のあとを継いで炭坑へ，女の子はどこ

か良家の女中へ”という考えを当然と思っているしaw－

renCeの父は， その意味ではイギリスという伝統的社

会の慣習の申に生きた人であり，そうした単純素朴な感

覚で子供達に接したのである。Lawrenceの妹Adaの

書いた‘A Yomg Lorenzo’の申で，水と油の関係の

両親がはげしくぷつかり合う記述がしばしばみられる。

 家族を単位とする伝統的な農民的な感情の中に安住し

ているのであれば“子を父親とそっくりに育てる”こと

は母の義務であり，同時に妻の生き甲斐となる筈であ

る。しかし母にとってLawrenceはかけがえのない息

子であると同時に，忌み嫌う夫の血をわけた子供である

というこ1とが，母にとって不安の種となり，息子の成熟

を素直によろこぶことが出来なくて，Miriam，Cエaraを

はじめ，すべての異性関係を阻害し，息子の精神も肉体

もすべて自分のegOiStiCな情緒の申で独占しようとす

る。母の精神的な愛に飽和した息子は，母の情緒を荒々

しくけちらしてとび出そうとするが，息子が徐々に異性

関係を拡大していっても，母は自分の優位を確信して疑

わない。息子の心身両面における行動半径が如何に拡大

されても，息子を自己の延長線上にとらえているから，

母のきずなから脱出しようともがく息子の苦悩が大きけ

れば大きい程、母は自分以外の異性に対する自己の優位

の大きさをたしかめることになる。

 血液を通して感ずるもの，肌を通してたしかめる感覚

にはきわめてegOiStiCなものがある。成長して自分の

もとを去っていく子供に対し，悲しみとはうらはらに頼

もしさを感ずるnOrma1な母の情緒は，Lawrenceの

母には全く存在しない。それどころか、自分の血をわけ

たもの，自分の延長線上にあるものが“他人”となるこ

とに対して“おそれ”ばかりでなく “うらみがましい

感情”さえも抱くのである。こうした“おしつけがまし

さ”や“粘着性のつよい独占意識”をLawrenceの母

は人一倍つよく抱いていたのである。かくて ‘Son’で

あると同時に‘1oVer’であるという，一種の倒錯関係が

生ずる。夫とは異るものになってほしい息子が，ほかな

らぬ夫の子であるという事実のために母は子を信ずるこ

とができない。息子が自分の思い通りに成長すればする

なりに，息子は母から離れ，母を超えていかねぱならな

くなって，母は息子から完全にとり残されてしまう。す

なわち，夫に抱いているコンプレックスから逃れるため

には，息子は夫と異質にならねばならない。異質になれ

ば必然的に自分から離れていく，そして自分と息子の間

をつないでいる動物的な“親しみ”や“なれあい”の糸
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がぷっつりと切断されて，母は再び孤独になり，一度失

われた夫に対するコンプレックスの影に再びおびえる結

果となる。これがLawrenceの母における愛と憎しみ

のParadoxとなっているのである。

 Lawrenceはしばしば母から脱出しようとした。 そ

うすることによってはじめて個人としての独立を得よう

としたのである。しかしそのたびに，母が無意識に唄う

子守唄が，おしつけがましくLawrenceにからみつ

き，Lawrenceはこの上なく不自由を感ずる。そして

八方やぶれの子は，ズタズタに引裂かれた心を抱いて母

のもとにかえる。やがて母のフトコロで蘇生する。母に

抱かれ、母の範礒で行動するかぎり子供はこの上なく自

由なのである。又母は息子との粘着質の情緒を維持して

いる間だけ生甲斐を感じ，この上なく自由なのである。

 Lawrenceは母に拘束されることにより自由という

特権を与えられ，一方母は炭坑夫の夫によって経済的に

拘束されることによって，夫を恥じる特権を与えられ，

その結果息子を独占する自由を得るのであり，Law－

renCeと母との結びつきには，このような不自然で

abnorma1な要素がからんでいるのである。

 精神的な愛に飽和したものが異性に求めるとすれば，

それは肉体的側面に限定される。

 LawrenceはMiriamによって，母からは求められ

ない肉的側面の要求をみたそうとする。霊と肉の対立が

くりかえされる一それは‘SonsandLovers’のテーマ

ソングであり又，その後の全作品に共通のテーマソング

でもある。 Miriamが“精神”を具えて“肉体”を具

えない女性であることがLawrenceの情緒のバランス

をくづしてしまう。Lawrenceにとって，Miriamは

母のinCamatiOnでしかなく，それ以上の強いきづな

がないだけに，その結びつきも薄弱である。Miriam

が惜しみなく与え，Lawrenceが惜しみなくうばう

。ne－Sidedな関係は，肉的側面の不調和によってもろく

も分裂するのである。‘Last Words to Miriam’にみら

れるように，LawrenceはMiriamとの別離を唄い
あげる。

  You had the power to exp1ore me，

    B1ossom me sta1k by sta1k；

  You woke my spirit，and bore me

  To consciousness，you gave me the dour

    Awareness－then I suffered a ba1k．7）

 この詩における最後の行“そのために，ぼくは邪魔物

に悩んだ”とは，とりもなほさずLawrenceの肉的側

面の声に他ならない。そして肉的側面の充足を果せない

Lawrenceは “霊をそなえて肉をそなえないa mn

（尼）である”とMiriamをののしる。

（3）
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   “We can safe1y say，then，that Miriam is

  Wordsworth，at1east in her attitude tow孕rd

  nature，or toward f1owers．She is fina11y

  dammed by Pau1as a nun．”8）

  そしてLawrenceは Miriam とは正反対の女性

C1araのもとへ走る。しかしそれは肉慾だけをきり離し

た殺那の旅であり，肉的側面の充足の傍らから霊的側面

を求める気持がつよくなり，霊と肉のba1anceは完全

にくづれてしまう。‘Excursion Train’，‘Passing Visit

to He1en’，‘Two Wives’などには，Lawrenceの

He1en（＝C1ara）への傾倒も認められるがC1araは所

詮‘Reエease’にのべられているように，Lawrenceが

“さすらう大地”にすぎない。

   Of my eyes，I see you beautifu1，and dear

   Beautifu1，passive and－strong，as the breath

       of my yearning b1ows over you

   I see myse1f as the winds that hover

   Ha1f substance1ess，and without grave worth

       But you

       Are the earth I hover over．o）

  LawrenceはC1araという“大地”をさすらうこと

により，肉慾の充足を得ることは出来たが，彼のSOu1

は徐々に不安定になっていく。肉慾の充足はその限りで

は一種の成熟であるが，sOu1を伴わない成熟は不完

全なものといわねばならない。従ってLawrenceは

C1araによっても成熟を果せなかったのである。

   “He be1ieves that C1ara is unab1e to“keep

  his sou1steady，”that he is simp1y beyond her，

  in his creative and inte11ectua1se1f，and－in

  the breadth and depth of his emotiona1

  entang1ement－which anticipates a 1ater

  be1ief；that men and women must be in

  ba1ance with each other，as individua1s with

  distinct“1ife一且。ws”of their own，before genu－

  ine 1ove can且。urish． In‘Sons and Lovers’，

  C1ara fa11s short on this count：her“ba1ance”

  with Pau1is scarce1y stab1e，and the growing

  uneasiness in their affair stab1e，and the

  growing uneasiness in their affair can be traced，

  for the most part，to her own inadequacy as

  an independent being．”日）

  Spi1kaはLawrenceにおける母とMiriam と

C1araの関係を次のように述べているが，注目に値す

る。

   “From his mother he drew the1ife－warmth，

  the strength to produce；Miriam urged this

敏  男

 warmth into intensity1ike a white1ight．

 Now C1ara must be considered，for she adds

 to this1ife－warmth and creative vision the

 gift of manhood，the“baptism of f王re in

 passion”which wi11enab1e Pau1“to go on

 and mature．”Indeed，nothing can nu11ify this

 verification which he and C1ara have had

 together＿“it was a1most theirbe1ief in1ife．”ユ。）

 Lawrenceは母から 1ife－warmthを与えられ，

Miriamはその1ife－warmthをa white1ightのよう

に激しいものに高め，C1araはそれにthe gift of

manhoodを加えたのである。

 Lawrenceの成熟はかかるprocessをへて果された

のであるが，これは決して自然な，nOrma1なものでは

ない。

 Lawrenceはやがて，永遠の女性といわれるFrieda

を求めていくことになるのであるが，MiriamもC1ara

も二人とも，母のan overprotective1oveにとりつ

かれた未熟児Lawrenceというとてつもなく。razyで

egoiStiCな入間の“いけにえ”であるといってもよか

ろう。

   “At the end of‘Sons and Lovers’a man is

 bom；at the end of‘The Rainbow，a woman；

 and‘Women in Love’a man and a woman

 meet and marry． Here is a simp1e formu1a，

 too simp1e perhaps to a㏄omt for the comp1ex

 structures of the nove1s at hand，yet suitab1e

 enoughfortheconsciousattempt，onLawrence，s

 part，to work out the conditions of manhood，

 womanhood and marriage，as he experienced

 or understood them in his own1ife．”u）

 LawrenceはMiriarnを‘a nun’とののしって，二

人の愛は未完に終ったけれども，MiriamがLawrence

に果した役割は極めて大きい。MiriamはLawrence

の創作慾をかきたて，その作品を世に出すために献身的

な努力をした。すなわち，母のおしつけがましい情緒か

ら，又炭坑夫の父に対して抱くヒリヒリする恥じさから

Lawrenceを解放しようとしたのである。 母のように

自己の延長上で見守るようなことをしないで，成長して

自分のひざもとを離れる息子に頼もしさを抱くnorma1

な母の感覚を通して，自分のもとを離れてC1araへ赴く

Lawrenceをじっと見守ったのである。従ってLawrence

をFrontierへ旅立たせた大いなる母であり，その精

神的側面の完成者であるといっても過言ではない。

Lawrenceの死後E．T一というinitia1で出版した‘A

Persona1History’はMiriam．がLawrenceに捧げた

（4） 中部工業大学紀要
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“墓碑銘”であるといえよう。要するに，Lawrence

の母は情緒的おしつけがましさと，夫へのコンプレック

スを息子の父へのコンプレックスにおきかえることによ

り，Lawrenceを拘束したのに対して，Miriamは，母と

の動物的な親しさを切断する努力を通して，Lawrence

を拒否し，Frontierへ旅立たせたのである。前者は悪

い意味でのan overprotective motherであり，後者

は良い意味でのa rejecting mOtherということが出来

る。Lawrenceにとって母は，生母とMiriamの複数

形で完成され，理想イビされたのである。

 Lawrenceが個人として独立するためには，Erikson

のいうように， Frontierを目指してわが子を拒否す

る，あの荒々しい拒否が必要であった。母との情緒の切

断を望まないうちに，無理矢理に独立を強制されて，遠

いFrOntierへ旅立つ子供の孤独とは対極にあるが，母

のおしつけがましさに岬吟しだしawrenceもやはり孤

独な未熟児であり，奇型児であったといえよう。

 Lawrenceは母の死によってはじめて成熟の第一歩

を踏み出したのであるが，母の死後も可成り長い間，母

の情緒からの脱出に苦しんだ。それはLawrenceには

“死に向って漂う”ような苦悩であるが，そうした状態

を端的に示すものとして‘The Inheritance’，‘Brood－

ing Grief’，‘Ca11into Death’などの詩があげられ

る。特に‘The Virgin Mother’の最後の一節はそれ

を如実に示すものである。

  Is the1ast word now uttered P

  Is the farewe11said～

  Spare me the strength to1eave you

  Now you are dead

  I must go，but my sou11ies he1p1ess

  Beside your bed．12）

 母の殻を打破る決意が明確に示されたのは‘Sons and

Lovers’のラストシーンにおいてであり，それは

Lawrenceの成熟にとって大いなる意義を持つものであ

る。

  “‘Mother！’he whispered－mother！’

  She was the thing that he1d him up，

 himse1f，amid a11this．And she was gone，

 interming1ed herse1f． He wanted her to

 touch him，have him a1ongside with her．But

 no，he wou1d not give in．Tuming sharp1y，

 he wa1ked towards the city’s go1d phospho－

 rescene．His fists were shut，his mouth set

 fast．He wou1d not take that〔1irection，to the

 darkness，to fo11ow her．He wa1ked toward

 the faint1y humming，g1owing town，quick1y．”13）
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  「お母さん，お母さん」と彼は低い声でいった。

  巨大な夜に対して彼を支えてくれるのは，彼の母

 親だけであったユ

  そしてその母親は，今は彼のもとを去って，夜の

 一部になっていた。

  彼は母親に，自分にさわってもらいたかった。

  その傍においてもらいたかった。

  しかし彼は，まだ負けるつもりはなかった。

  彼は急に向き直って，夜空を明るくそめる町の方

 へもどっていった。

  彼はこぶしをにぎりしめ，口を固く結んでいた。

  彼は暗闇の方向に，母親のあとを慕っていこうと

 は思わなかった。

  彼は微かに音を立てている，明るい光を放つ町の

 方へ，

  急ぎ足で歩いていった。■4）

 Lawrenceは“母の死”に当面してからも，なかな

か‘wanted her to touch him，have him a1ongside

with her’という気持をはねのけることが出来なかっ

た。しかし‘But，no一’以下にみられるように“暗闇の

方向に母のあとを慕って”いかないで“微かに音を立て

ている明るい光を放つ町の方へ”すすんで行った。しか

も“急ぎ足で”行ったのである。

 成熟とは，何かを獲得することではなくて，何かを失

うことであり，何かを失ったことを確認することであ

る。Lawrenceの成熟もまた，その例外ではない。

 母と子の肉感的なつながりに頼っている者に，真の成

熟がないように，母からむりやりに拒否された息子にも

真の意味での成熟はない。それは単なる喪失感であって，

“郷愁”を根底に秘めた，見せかけの成熟にすぎない。

 真の意味における成熟はa rejecting motherを超

え，anoverprotectivemotherをも超えてはじめて

果されるものであり，深い不毛の喪失感を確認すること

によってのみ獲得されるものである。そうした起伏や振

幅が大きければ大きい程，成熟の度合も大きいのであ
る。

 111． COmc111si0皿：■

Lawrenceは母の死によってはじめて“成熟”のき

っかけをっかんだとも，又“成熟”することは何かを失

うことであるとも述べた。すなわち，成熟することは自

由でのびのびしたものではなく，たまらなく空虚で，不

自由なものである。

 Lawrenceはan overprOtective motherとの動物

的なすびつきを基盤としてこの自由を満喫し，それに固

執した。Lawrenceはこの自由をうばわれた時，この

（5）
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上なく不自由を感じた。R．A．Tay1orとGamettにあ

てた手紙は，そうした心理を如実に示している。

    “My mother was a c工ever，ironica工de1icate1y

  mou1ded woman of good，o1d oユd burgher

  descent．She married be1ow her．My father

  was dark，ruddy，with a fine1augh．He is a

  coa1miner． He was one of the sanguine

  temperament，warm and hearty，but unstab1e：

  he1acked princip1e，as my mother wou1d have

  said． He decided her and1ived to her． She

  desp1sed h1m  he drank The1r marr1age11fe

  has been one carna1，b1oody fight．

   I was born hating my father；as ever I can

  remember，I shivered with horror when he

  touched me．He was very bad before I was

  born．”ユ5）

  そして，“これが私と母との間の一つのbond（きず

な）になっている”と書いており，次いで

   “We have1oved each other，a1most with a

  husband and wife1ove，as we11as fi1ia1and

  matema1．We know each other by instinct．

  She sa1d to my aunt＿about me   ‘But1t

  has been different with him．He has seemed

  to be part of me．’

   And that is the rea1case．We have been

  1ike one，so sensitive to each other that we

  never needed words． It has been rather

  terribIe and has made me，in some respects，

  abnorma1・ I think this pecu工iar fusion of

  sou1never comes tw1ce m a11fe－t1me  1t

  doesn’t seem natura1．When it comes it seems

  to distribute one’s consciousness far abroad

  from onese1f，and one understands！工think

  no one has got‘understanding’except through

 1OVe．”

  そして最後1こ

   “Nobody can11ave the sou1of me my mother

 have had－it，and nobody can have it again．

 Nobody can come into my an atmosphere．”16）

  と結んでいる。

  とくに，‘We have1oved each other，a1most with

husband and wife，as we11as fi1ia1and matema1．’

の個所は，Lawrenceと母との異常な“きずな”を示

すものである。‘TheDarkSun’に引用されている，

Gamettあての手紙も，それと同種のものである。

   “A woman of character and refinement goes

（6
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into the1ower c1ass，and has no satisfaction

in her own1ife．She has had a passion for

her husband， so the chi1dren are born of

passion，and have heaps of vita1ity．

  But as her sons grow up，she se1ects them

as1overs－These sons are urged into1ife by

their reciprocaI1ove of their mother－urged

on and on．But when they come to manhood，

they can’t1ove，because their mother is the

strongest power in their 1ives，and ho1ds

them…一一一一一一・一一一

  As soon as the young men come into

contact with woman there is a sp1it＿The

son1oves the mother－a11the sons hate and

are jeaIous of the father． The batt1e goes

on between the mother and tbe gir1，with the

son as object．The mother gradua11y proves

the stronger，because of the tie of b1ood．The

son decides to1eave his sou1in his mother’s

hands， and， 1ike his e1der brother， 9o for

passion． Then the sp1it begins to te11again．

But，a1most unconscious1y，the mother rea1ises

what is the matter and begins to die．The

son  casts ofε his r口istress， attends to his

mother dying．He is1eft in the end naked

of everything，withthe drift toward death．”■7）

  母を失ったしawrenceの苦悩は，この手紙では“死

に向って漂う”暗い気持で終っているけれども ‘SOns

and LOvers’では，明るい希望をほのめかす，Law－

renCeの決意がはっきりと示されていることは前述の通

りである。

  その瞬間Lawrenceは，母と子の自然的世界だけで

生きることを拒否して，社会の申で，即ち “入間と入

間”との結びつきを求めていかねばならないことを自覚

したのであ糺 それはLawrenceにとって成熟のきっ

かけであると共に，Lawrenceがはじめて示した社会

的関心の発露でもあった。‘Sons and Lovers’以後

Lawrenceは“人間と人間の間に橋を架けること”を

目指した。それは明らかに“成熟”の感覚である。そこ

には，母と子との倒錯的世界でしか味わったことのない

自由を，社会的な人間関係の申で獲得しようとする

Lawrenceの意志が脈うっている。

 ‘Rainbow’から‘Women in Love’へ，そして‘The

P1umed Serpent’へ，最後に‘Lady Chatter1eys’

Lover’へとっづく一連の作品の申で，Lawrenceは

‘Sons and Lovers’におけるよりも，ずっと拡大した，
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明確な，Scanda1的な，又イギリスの社会道徳をおび

やかすような形で，“幼児のテーマ”を自分自身の上に

刻みつけたのである。しかし，そのテーマからは絶対に

逃げ出すことは出来なかった。

 ‘SonsandLovers’のテーマは，あらゆるVariation

をもって展開，反覆された。‘The Rainbow’はLaw－

renCeの理想とする入間関係を象徴的高さに持上げた

作品であり，‘Lady Chatter1ey’s Lover’は，その具体

的な理想像なのである。

 Lawrenceが人間と人間の結びつきを，男性同志の

結合によって完成しようとして果さず， Me1orsと

Connieの合体という一一すなわち，男と女の霊肉一致

の世界で完成しようとしたことは，その哲学が，政治

的，社会的，歴史的開放を前提としてのみ成立つ一つの

仮説にすぎないという観点からすれば，Lawrenceは，

遂に正常な社会人としての成熟をなしえなかった敗残者

ということにな’ろう。

 Lawrenceが男性同志の結合によって新社会を建設

するという方向に向ったときに，彼はもっとも具体的に

資本主義社会の悪を粉砕すべき一歩を踏み出したのであ

る。しかしLawrence自身のegOismが彼の行動を鈍

らせてしまった。彼はegoiSmを放棄して全体に奉仕

しようとしないで， egOiSmを保つために，彼の所謂

“闇の神”を登場させたのである。

 Lawrenceが‘Sons andLovers’のテーマを‘Lady

Chatter1ey’s Lover’に緒実させ仁ことは，母へのこ

の上ない反逆であったとも考えられるが，an Overpr0－

tective motherのおしつけがましい情緒に拘束された

人間の辿る自然発生的な宿命ではなかっただろうか。

 Lawrenceが社会的未熟児が，道徳的異端者かとい

う論議の正否は別にしても， Lawrenceがそうした宿

命をになったことを，an OverprotectivemOtherに

転嫁するのは不合理なのであろうか。

 幼くして母から拒否された子のたどる宿命も，母の過

保護によって成熟を乗せぬ子のたどる宿命も，いずれに

せよ，母のegOiSmに起因していることはまちがいな
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いといってよかろう。

 母の拒否と過保護については，Eriksonのいうよう

に，自然的，社会的，歴史的背景の相異や，東洋と西洋

における，風土と慣習の相異によって，一概にはいえな

いにしても，東西の別を問わず，ロレンス的であると非

ロレンス的であるとの別なく，全世界が衿を正して当面

しなければならない重要なテーマであるのは申すまでも

ない。

 EriksOnが指摘する，a rejecting mOtherがもた

らす精神病理学的問題も，an overprOtective mother

がもたらすロレンス的人間像も，あるいは一つの極端な

場合かもしれないが，双方の立っている人間的基盤は，

全世界の人類に共通のものである。

 D．H．Lawrenceは，かってそのuniqueな “性”

哲学でそうしたのと全く同様に，‘matemity’の問題を

ひっさげて，現代社会に重大な問題を提起しているので

ある。
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